
 

 

 

１・１７避難訓練・防災集会 

阪神・淡路大震災以来、兵庫県内のほぼすべての小中学校で１月

１７日に避難訓練や防災集会等を実施しています。今年度の八鹿青

渓中学校では、私から以下のような話をさせていただきました。また、

全校生で震災犠牲者への黙祷を捧げました。 

“平成６年から７年にかけての但馬の冬は、時折屋根の雪下ろしを

しなくてはいけないほどの大雪に見舞われました。私は当時の地名

で兵庫県養父郡関宮町大谷というところに住んでいましたが、たし

か、ひと冬に２回程度雪下ろしのために屋根に上がったように思いま

す。あの１月１７日の朝も屋根の上にはかなりの雪が積もっていまし

た。そして、まだ寝ていた午前５時４６分、「ドーン！！ドドーン！！」とい

う突然の大音響で目を覚ましたのです。それは、大雪で屋根がつぶ

れて落ちてきたかと思うくらいのたいへんな衝撃で、背中で身を守ろ

うと即座に仰向けからうつ伏せになったのを記憶しています。 

すぐに１階に居た家族が「今、地震やったけど１階は大丈夫やで！ 

２階はどうや！？」と大声をあげました。「２階もなんともない！」と大声

で答えた後、「いったい家の外はどうなっているのだろう？」と外に出てみました。幸い近所にも大きな被害はなく、

とりあえずひと安心してもう一度布団の中に入りました。 

３０分程度の時間が経過した後だったでしょうか？起床して普段どおりにテレビのスイッチを入れると、神戸の

あちらこちらで大火災が起き、多くのビルや高速道路が倒れている様子が画面に映し出されていました。もちろ

ん、たくさんの一般住宅もつぶれてグジャグジャになっていました。【中略】 

今日はこの後、養護教諭の大封先生から地震に関する講話、そして、各学級では震災に関する道徳科の授業

が予定されています。６,４３４人の犠牲者の死を無駄にしないように、しっかりと学ぶ一日にしましょう。” 

３年生 進路決定に向けて 

すでに進路を決定している生徒もいますが、１月１４日（火）・１５日（水）と２日間にわたる進路懇談会を終え、

いよいよ３年生全員の進路希望先が固まってきました。私からは、１月の３年生学年集会などを利用して、「１５歳

の春に『不合格』を経験することは絶対に避けよう！」「担任や学年の先生の助言に耳を傾けて確実に『合格』を

獲得できるようにしよう！」「受験はけっして毎年続くものではなく、長い人生のうちにわずか数回のことだから頑

張ろう！」などと激励の言葉を送らせていただきました。現在、３年生は各担当教員の指導のもと、それぞれの進

路希望先別に分かれて放課後学習（前期）を行っています。インフルエンザなどの感染症に気をつけ、万全の状

態で試験を迎えてほしいものです。ちなみに、２月１０日（月）が私立高校入試、１７日（月）が公立推薦適正検査、

３月１２日（水）が公立一般学力検査の日となっています。 
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２月の全校集会 

２月３日（月）、全校集会を行いました。校長講話の内容を一部抜粋

というかたちで以下に紹介します。 

“３学期の始業式では、「３学期はうかうかしていたらあっという間

に終わってしまう恐ろしい学期です」と話しましたが、今日はもうすで

に２月３日。つい先日、「あけましておめでとうございます！」という挨

拶をしたように思いますが、もう節分も終わってしまい、時のたつのは

とても早いとあらためて実感しています。【中略】 

さて、３学期の前半を振り返って、私としてはやや納得のいかないこ

とが実はあるんです。なんだか分かりますか？それは、八鹿青渓中学

校の先生方から「爪や前髪が長い生徒が多くて指導しなくてはいけま

せん」という声を何度か聞いたことです。なぜ納得がいかないかと言

うと、爪が長かったり、前髪が長かったりして指導をするのは本来なら

教師の仕事ではなく、家庭の問題だし、いや皆さんはもう中学生なの

ですから、自分で気がついて切らなくてはいけないことではないのか

と強く思うからです。【中略】 

爪は長くなると不衛生になったり、他人を傷つけたりすることがあるので切らなくてはいけません。前髪は勉強

に集中できなかったり、目が悪くなったりするので長くならないようにするのです。八鹿青渓中学校の先生方にそ

んなごく初歩的なことを指導されるのではなく、自分で対応することのできる中学生になってほしいし、３学期の

後半は、先生方からもっと大切なことを教わる時間にするようにしてもらいたいものです。【後略】 

＜表彰伝達式＞ 

・但馬中学校書き初め大会 特選、入選、佳作 生徒１１名 

・兵庫県社会を明るくする運動作文コンテスト 佳作 生徒１名 

・但馬中学校選手権バレーボール大会 第３位 バレーボール部 

＜学級役員認証式＞ 

・各学級で選出された委員長・副委員長を正式に認証しました。 

 

２月の「草庵先生の教え」 

２月の「草庵先生の教え」は、「凡（おおよ）そ学（まな）ぶ者は、以

（もっ）て自己（じこ）の身心（しんしん）を成就（じょうじゅ）するのみ」

です。意味は「学問（勉強）とは、自分の中にある力や才能を掘り出

し、それを磨くことで、自分を完成させるものだ。」になります。やや難

しい表現ではありますが、要は、「人が自分を良く見てくれるかどうか

などは関係ない。学問とは、自分の身と心を立派に完成させるために

あるのだ。」と理解すれば良いのではないかと考えます。学問（勉強）

は、他人からの評価のためではなく、自分自身の成長のためにするの

だということであり、是非大人も大切にしなくてはいけない教えだと思

います。 


